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　上場企業が株主に対して年２回程度送付する「株主通信（事業報告
書）」は、安定株主確保に欠かせないツールだ。コロナ禍で株主総会へ
の来場自粛要請が続く中、自社を身近に感じてもらうための重要な役割
を果たす。アイ・アール ジャパン ディスクロージャー事業部の佐々木雄
介部長と國嶋洋希主任に、株主通信の現況を聞いた。

　――株主が投資判断をするた
めの情報ツールは多様化してい
ます。株主通信が果たす役割は
何でしょうか。
　佐々木　既存の株主が主要読
者ですから、半期または通期の
経営情報と今後の見通しについ
て、分かりやすく解説するため
のツールと位置づけられます。
取締役会の構成メンバーの紹介

などは株主総会の招集通知に記
載しますし、財務情報と非財務
情報との連動性などの詳細情報
は、統合報告書やサステナビリ
ティ報告書などに誘導を図り、
株主通信ではそうした情報はサ
マライズして載せることが多い
ですね。
　國嶋　四半期ごとに発行して
いる企業もありますが、多くは

年に２回発行しており、紙ベー
スが主流で、完全に電子化して
いる企業はほんのわずかしかあ
りません。内容としては、コロ
ナ禍での各種取り組みの紹介を
はじめ、ダイバーシティや社会
課題解決に関連する自社の取り
組みなどのトピックス関連情報
が少しずつ増えてきています。
情報通信系の企業の場合は、デ
ジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）への言及も増加してい
ます。
　――中長期的な観点からはど
うでしょうか。
　佐々木　発行体企業にとって

株主通信を発行するメリットは、
長期安定株主の確保です。株主
通信は株主との対話ツールでも
あります。このため、中長期目
線で重要なESG（環境・社会・企
業統治）の特集や、気候変動に対
する取り組み事例の紹介も増加
傾向にあります。ただ、目玉にな
るのはやはり、企業トップのメッ
セージです。自社の株主である
ことでどのようなメリットが株
主にはあるのか、間接的ではあ
ってもそれが伝わるメッセージ、
つまり社長や会長の考え方を分
かりやすい言葉で伝え、共感を
持ってもらうことが重要です。
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証券コード

株式会社ムサシ
東京都中央区銀座8-20-36

広報室
電話：03-3546-7710

https://www.musashinet.co.jp

　当社は、業界トップの選挙機材や貨幣
処理機器を製造販売するほか、文書の
デジタル化事業、印刷機材、紙・紙加
工品、業務用ろ過フィルターなどを取り
扱っています。選挙機材事業ではウイル
ス感染防止対策として注力している投票
用紙交付機をはじめ、読取分類機や計
数機など投開票事務の効率化機器や、
開く投票用紙、投票箱等の用品、告知
啓発商品まで総合的に取り扱い、国政

選挙・地方選挙や国民投票にも対応しています。
　年次報告書では、決算情報と共に、事業の解説などを写真やイラスト
でわかりやすくご紹介しています。

　

7521 証券コード

シナネンホールディングス株式会社
東京都港区三田3-5-27 住友不動産三田ツインビル西館6階

経営企画部　広報IRチーム 
メール： ir@sinanengroup.co.jp
https://sinanengroup.co.jp/

　当社グループは、エネルギー・住まい・
暮らしの総合サービスを提供する企業
グループです。脱炭素社会の到来を見
据えて、2020年度から３カ年の第二次
中期経営計画に取り組んでおり、既存
事業の選択と集中、低効率資産の活用・
売却による資本効率の改善に加え、新
規事業への戦略投資を実行しています。
第87期株主通信では、トップメッセー
ジを通じて第二次中期経営計画の進捗

と今後の成長戦略をお伝えするとともに、新型マイクロ風車関連事業・家
庭向け環境配慮型電力などの新規トピックス、当社のSDGsへの取り組み
などをご紹介しています。ぜひご覧ください。
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株主との対話ツール  中長期の記載増加

証券コード

エスリード株式会社
大阪府大阪市福島区福島6-25-19

経営企画部　IR担当
電話：06-6345-1880

https://www.eslead.co.jp/

　当社は創業以来、良質なマンションを
供給し、グループ会社が適切な維持管理
を行うことで、長期的・総合的な高い顧
客満足度を追求してきました。その結果、
2021年３月には５期連続で「完成在庫
ゼロ」を達成しました。現在は事業エリ
アを関西から東海へ拡大し、第一の柱・
マンション分譲事業、第二の柱・マンショ
ン周辺事業に加え、第三の柱・不動産
証券化事業への参入準備をしています。

　年次報告書では決算情報のみならず、事業におけるトピックスや今後の
経営戦略などをわかりやすく表現し、理解を深めていただけるよう心がけ
ています。
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掲載３社の株主通信を読んでアンケートにお答えいただいた方の中から
抽選で10名様にQUOカード5,000円分をプレゼントします。

下記Webサイトからお申し込みください。

締切日：2021年9月26日（日）
https://adnet.nikkei.co. jp/ または「日経アドネット」で検索

アンケートにお答えください

応 募 方 法

日経ARアプリを掲載3社の表紙写真にかざすと各社のIRページのコンテンツを
ご覧いただけます。アプリの詳細は「日経AR」で検索してください。

■最初に掲載３社の株主通信を読んでいただいた上で、項目にお答えいただきます。
■当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
■お申し込みはお一人につき1回限りです。
■ご回答いただいたアンケートは、個人が特定できないよう統計的に処理をし、マーケティング資料として協賛企業に
　提供いたします。
■回答は日経リサーチが管理・運営するサイトにてお願いします。入力いただく個人情報は日経リサーチの責任のもとで
　管理されます。


